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　　　　　　　　　　　　平平平平成成成成２２２２８８８８年年年年４４４４月月月月１１１１日日日日にににに、、、、「「「「介介介介護護護護老老老老人人人人保保保保健健健健施施施施設設設設ききききらららららららら」」」」かかかからららら「「「「介介介介護護護護老老老老人人人人保保保保健健健健施施施施設設設設ききききららららららららのののの里里里里」」」」へへへへ、、、、
　　　　　　　　「「「「介介介介護護護護老老老老人人人人保保保保健健健健施施施施設設設設ううううらららららららら」」」」かかかからららら「「「「介介介介護護護護老老老老人人人人保保保保健健健健施施施施設設設設ううううららららららららのののの里里里里」」」」へへへへ名名名名称称称称をををを変変変変更更更更致致致致ししししままままししししたたたた。。。。

　　　　　　　　　　　　今今今今後後後後とととともももも、、、、「「「「ききききららららららららのののの里里里里」」」」「「「「ううううららららららららのののの里里里里」」」」ををををよよよよろろろろししししくくくくおおおお願願願願いいいい致致致致ししししまままますすすす。。。。

　「「「「地地地地域域域域包包包包括括括括ケケケケアアアアシシシシスススステテテテムムムム」」」」という言葉を耳にされた事はございますでしょうか。既にご存知の方も

いらっしゃることと存じますが、ここでは、地域包括ケアシステムについて触れたいと思います。

　

　日本は、諸外国に例をみないスピードで高齢化が進行しています。６５歳以上の人口は、現在３，

０００万人を超えており（国民の約４人に１人）、２０４２年の約３，９００万人でピークを迎え、

その後も、７５歳以上の人口割合は増加し続けることが予想されています。

　このような状況の中、団団団団塊塊塊塊のののの世世世世代代代代（（（（約約約約８８８８００００００００万万万万人人人人））））がががが７７７７５５５５歳歳歳歳以以以以上上上上ととととななななるるるる２０２５年（平成３７年）

以降は、国民の医療や介護の需要が、さらに増加することが見込まれています。

　このため、厚生労働省においては、２２２２００００２２２２５５５５年年年年（（（（平平平平成成成成３３３３７７７７年年年年））））をををを目目目目途途途途にににに、高齢者の尊厳の保持と自

立生活の支援の目的のもとで、可可可可能能能能なななな限限限限りりりり住住住住みみみみ慣慣慣慣れれれれたたたた地地地地域域域域でででで、、、、自自自自分分分分ららららししししいいいい暮暮暮暮ららららししししをををを続続続続けけけけるるるることができ

るよう、住住住住ままままいいいい・・・・医医医医療療療療・・・・介介介介護護護護・・・・予予予予防防防防・・・・生生生生活活活活支支支支援援援援がががが一一一一体体体体的的的的にににに提提提提供供供供される地域包括ケアシステムの構築を

推進しています（下図ご参照）。今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の

地域での生活を支えるためにも、地域包括ケアシステムの構築が求められています。

　人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかではあります

が人口は減少する町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差が生じています。

　地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づいて、

地域の特性に応じて作り上げていくことが求められます。 
　　　　




